
保護者アンケート Ａ＋Ｂ 生徒アンケート Ａ＋Ｂ 評価指標 達成度評価規準 評価

各教科の授業内容はよくわかる。
（全教科平均）

88.3
82.3

答えを導き出す課程のペア活動や
グループ活動を楽しいと思う。

94.3
88.5

自分の考えが伝わるように資料や
文章、話の組み立てなどを工夫し
て発表していた。

96.2
76.9

お子さんは、学年目標時
間（１年６０分、２年７
０分、３年８０分）の家
庭学習の習慣が身につい
ていますか。

54.9
46.8

毎日、学年目標の家庭学習に取り
組んでいる。

71.1
53.8

お子さんは3点固定(起床
時間・就寝時間・家庭学
習開始時間）がされてい
ると思いますか。

52.0
75.5

自分で計画を立てて勉強してい
る。

84.1
71.2

きちんと朝食を食べている。
91.3
98.1

早寝・早起きを心がけている。
（睡眠時間を７時間以上確保）

88.3
92.3

学校へ行くのが楽しい。
92.1
94.2

難しいことでも失敗を恐れずに挑
戦している。

82.4
82.7

自分の行動に自信を感じることが
ある。（自分にはいいところがあ
る）

82.3
78.8

部活動は、自分を鍛えてくれる。
92.1
94.2

生徒会活動や委員会活動はやりが
いがある。

94.2
92.3

学校は、「いじめを許さ
ない学校づくり」に努め
ていると思いますか。

思いやりの心を持って、級友など
に接している。

96.1
96.2

【努力指標】
生徒会の活動を中心に、
「いじめを許さない学校
づくり」を行うことがで
きた。

自分の周りには、いじめや仲間は
ずれはない。

88.2
90.4

【努力指標】
道徳の授業を確保し、道
徳心や人権意識など心の
教育に努力している。

地域やふるさとについての学習に
積極的に取り組んでいる。

78.4
65.4

【満足度指標】
生徒に対し、ふるさとや
地域に目を向けさせ郷土
愛を深めることができ
た。

地域の人たちにきちんとあいさつ
ができている。

92.1
86.5

【努力指標】
挨拶やマナーなど、中学
生らしくその場に応じた
言動ができるよう日常的
に指導を進めることがで
きた。

お子さんと将来の進路や
自己実現について話をし
ていますか。

69,1
58.2

将来の進路に対する夢や目標を
持っている。 70.6

61.5

【満足指標】
将来の夢を実現するため
に、学ぶことの大切さが
分かるキャリア教育を推
進している。

◆生徒アンケート
◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

C

○保護者・生徒ともに割合が下がった。将来の目標や自身の進路について考える機
会が不足している。

●ジョブカフェ参加や職業人講話に話を聞くなど、進路について考える機会を設定
する。

学校は、家庭への連絡や
情報提供を積極的に行っ
ていると思いますか。

95.2
98.0

学校だよりなど、学校からのお知
らせを必ず保護者に見せている。

86.2
84.6

【努力指標】
学校だよりや各種お便り
等を充実させ、学校から
積極的に情報発信するこ
とができた。

◆生徒アンケート
◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：８５％以上
Ｃ：８０％以上
Ｄ：８０％未満

C

〇大きな変化はなし。紙面だけでなくメール等も活用している結果である。

●今後も、紙面だけでなくメールを活用していく。生徒の端末を使っての情報発信
も進めていく。

いろいろな悩みについて、先生は
相談にのってくれる。

98.1
92.3

いろいろな悩みについて、友だち
は相談にのってくれる。

98.0
86.5

先生方は、いじめやトラブルに対
し、すぐに対応してくれる。

96.1
92.3

先生や友達からほめられたり、認
められたりすることがある。

90.2
88.5

インターネット・タブ
レット等の使用に関し
て、家庭内にルールがあ
りますか。

59.3
61.3

メディアコントロールに取り組ん
でいる。

72.6
59.6

【努力指標】
家庭と連携し、生徒に端
末機器を扱うセルフコン
トロール力を身に付けさ
せることができた。

◆生徒アンケート
◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

C

〇保護者・生徒ともに数値が減少した。メディアの使用についてコントロールする
力が身に付いていない。
●メディアを禁止するばかりではなく、コントロールできるように取り組む必要が
ある。自己管理能力を高めていけるように、今後もテスト期間を中心にメディコン
週間に取り組む。
●ＳＮＳ講習会を行い、メディアとの正しい付き合い方を学習する。

〇朝食摂取率が上昇した。また、早寝早起きを心がけている生徒も増加した。養護
教諭を中心に、保健便り等で指導した成果であると思われる。

●今後も生活習慣についての指導を継続する。

1

「

学
び
」

の
あ
る
学
校
づ
く
り

学校は、学力向上に積極
的に取り組んでいると思
いますか。

84.5
95.8

【努力指標】
｢わかる授業・学び合える
授業」を目指して授業改
善に努め、生徒が「折れ
ない心を持つこと」を実
行できている。

◆授業アンケート
（全教科平均）
◆生徒アンケート
◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満 B

○各種コンテスト等の取組において、基本的な内容の定着が見られる。しかし、活
用することに課題がある。
●問いに応じた適切な表現に必要な語句や内容を明確に示していく。
●生徒自身が考えを進めていく活動を増やしていく。

【成果指標】
家庭との連携を通して、
家庭学習の習慣化を図る
ことができた。（あゆみ
ノートやメディアコント
ロール運動の取組）

◆生徒アンケート
◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満 C

〇宿題の提出率はよいが、目標時間を達成できていない。
●家庭学習をする意義を改めて伝え、各教科の宿題の内容や分量についても確認
し、見直していく必要がある。
●家庭学習の習慣化に向けて、テスト期間を「家庭学習強化週間」とし、指導して
いく。
●曜日ごとの宿題計画表を家庭に知らせる。
●授業の予習や復習など、普段の授業とつながる宿題を出す。

お子さんは、正しい生活
習慣が身に付いています
か。

68.6
86.4

【努力指標】
家庭と協力・連携して、
より良い生活習慣が身に
つくように指導できた。
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重点
目標

外部アンケート 自    己    評    価
達成度状況の考察（○）と改善方法（●）

◆生徒アンケート
Ａ：９５％以上
Ｂ：９０％以上
Ｃ：８５％以上
Ｄ：８５％未満
◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

B

〇友達との関係は良好である。

●学校生活の中で子どもをよく観察し、変化を見逃さないようにする。また、毎週
の生徒理解の会で情報を共有する。
●今後も保護者と連絡を取り合い、適切な対応につなげる。

B

○震災等で地域との関わりが希薄になっていることが考えられる。

●伝統文化や海洋教育など、地域学習を継続することで、地域との関わりをもてる
ようにしていく。

◆生徒アンケート
◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

B
91.2
94.2

【努力指標】
部活動や生徒会・委員会
活動や各種行事などを通
して、充実した学校生活
がおくれるように指導で
きた。

◆生徒アンケート
◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

B

◆生徒アンケート
Ａ：９５％以上
Ｂ：９０％以上
Ｃ：８５％以上
Ｄ：８５％未満

◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

B

○悩みを友だちや先生に「相談」したり、「トラブルに対応」してくれるという数
値は90％前後ではあるが、減少している。個々への対応が必要である。

●生徒の変化を見逃さないよう、登校時の様子等を観察し、気になる生徒への早期
対応・いじめ等の未然防止を徹底する。また、気になる事案について、家庭や関係
機関と連携して対応にあたる。複数で対応する。
●ＡやＢを回答できなかった生徒について、個別に対応していく。

2
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く
り

お子さんは学校へ楽しそ
うに行っていますか。

学校は、地域やふるさと
について学ぶ機会を多く
設定していると思います
か。

3

「

安
心
・
信
頼
」
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る
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校
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く
り

教職員（ＳＣ・相談員含
む）は、悩みや相談につ
いて適切に応じていると
思いますか。

94.9
90.3

【努力指標】
教育相談活動を充実させ
るなど，生徒の悩みや相
談事を親身に受け止め、
共感的人間関係づくりと
自己存在感・自己決定力
をつける生徒指導に努め
ることができた。

95.2
91.4

◆生徒アンケート
◆保護者アンケート
Ａ：９０％以上
Ｂ：７５％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

○友人や教職員との人間関係が良好で、授業や部活動、行事等で、ある程度の満足
感を得ているためだと考えられる。
○自分にはいいところがあるという生徒の数値が減少している。

●自分のことを過少評価する生徒や、重要な役割を担うことで自信が持てない生徒
に対しては、担任だけでなく、複数の職員でよさを伝えていく。

95.2
98.0


